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議事 1.開会 

2.議事 

（１）実証試験結果報告書の検討（非公開） 

（２）実証試験要領の見直し 

配布資料 資料１：自然地域トイレし尿処理技術 実証試験結果報告書＜案＞（非公開） 

大央電設工業株式会社 

資料２：自然地域トイレし尿処理技術 実証試験結果報告書＜案＞（非公開） 

株式会社ミッシング 

資料３：実証試験要領１０版 改訂案 

資料４：実証試験の実施状況 

公開/非公開 議事（１）は非公開で行われた 



[議事要旨] 

○議事 

 

（１）実証試験結果報告書の検討（非公開） 

 実証機関、および試料採取・分析機関（日本環境整備教育センター、日本環境衛生センター）よ

り、「自然地域トイレし尿処理技術 実証試験結果報告書＜案＞」（資料１，２）の報告を行った。 

 本検討会の内容を踏まえ、第 3 回運営委員会に向けて修正を行った上で、暫定版を実証運営機関

に提出することを確認した。また、座長と副座長への最終確認を行い、その後技術実証検討員、

実証申請者（大央電設工業株式会社、および株式会社ミッシング）および環境省に確認を行い、3 

月 28 日（金）までに環境省へ提出することを確認した。 

 

（２）実証試験要領の見直し 

 実証機関より、「実証試験要領 10版 改訂箇所(案)」（資料３）の説明を行った。 

 実証試験要領 11版に向けた見直しについては、実証運営機関から全分野共通の改訂として依頼が

あった内容を、可能な限り対応することで確認した。 

 「報告書本編の表紙・目次」の検討について、 冒頭に[全体概要]として、概要版として作成して

いる報告書をそのまま掲載する形になった。 

 「報告書本編の表紙・目次」については、今後の ISO発行に向けた調整も含めて他の分野に歩調

を合わせる形で検討を進める必要があるとの意見があった。 

 「報告書概要版」のページ数改訂については、ユーザー側の求めるボリュームを担保するには分

野によってそのページ数を一律に減らすことは困難であるとの意見があった。 

 「メーカーからの経過報告」については、努力義務としてメーカーにお願いする旨を追記するこ

ととなった。 

 「メーカーからの経過報告」については、追記時に経年実証試験との違いを明確にする必要があ

るとの指摘があった。 

 

 

○今後の日程について 

 

 事務局より、報告書提出時期と、検討会後の報告書確認スケジュールについて連絡した。 

 

 

 

以上 


